
【解　答】

1．好酸球性食道炎（EoE）
2．‌�プロトンポンプ阻害薬（PPI）
の投与

解説：
　上部消化管内視鏡検査において縦走溝（Figure 
1A）や輪状多発収縮輪（Figure 1B），白斑（Figure 
1C）を認め，食道生検の病理組織所見では上皮内
に多数の好酸球浸潤（30/HPF 以上）を認めてい
る（Figure 2）．自覚症状としてつかえ感を訴えて
いること，また二次性の好酸球増多が否定的で
あったことから，好酸球性食道炎（eosinophilic 
esophagitis；EoE）と診断した．超音波内視鏡検
査や胸部 CT 検査では食道壁や筋層の肥厚は認め
なかった．PPI の投与を開始したところ，速やか
に自覚症状は消失した．しかしながら，フォロー
の内視鏡検査では治療前と比べて改善は認めるも
ののわずかに縦走溝が残存し（Figure 3），生検で
も 50/HPF 以上の好酸球浸潤が持続していた．治
療開始から 4 年後にボノプラザン（P-CAB）に変
更したところ，EoE に特徴的な内視鏡所見は認め
なくなり（Figure 4），生検でも好酸球浸潤は消失
した．P-CAB 投与開始から 4 年半経過しているが
自覚症状はなく，内視鏡所見の増悪も認めていな
い．

　EoE は主に食物抗原に対する IgE 非依存型（遅
延型）アレルギー反応によって好酸球浸潤を主体
とする慢性炎症が食道に限局して発生し，食道運
動障害をきたす疾患である1）．日本を含む東アジア
における有病率は欧米と比べると低い傾向にあり
0.02～6.6% と報告されているが2）3），近年本邦にお
いても増加傾向である4）．男性に多く，発症のピー
クは 30 歳代から 40 歳代前半である2）．本症例のよ
うに，気管支喘息やアレルギー性鼻炎，食物アレ
ルギー，アトピー性皮膚炎など，アレルギー疾患
を基礎疾患に有する症例が多い5）．嚥下障害や嚥下
時違和感，胸焼け，心窩部痛などの症状が主訴に
なり得る5）．
　EoE の診断基準としては，食道機能障害に起因
する症状を有することと食道粘膜の生検で上皮内
に好酸球数15以上/HPFが存在することが必須項
目とされており，内視鏡所見や PPI に対する反応
不良，CT や EUS の画像所見，血液所見，男性が
参考所見とされている4）．内視鏡所見としては，本
症例でみられたような縦走溝や白斑，輪状の多発
収縮輪などが特徴的である1）3）5）．内視鏡的に異常が
疑われる部位から最低 6 カ所生検を行うことが推
奨されている6）．診断のポイントとしては，日本で
は欧米と比べて症状が軽微な症例も多いため詳細
な問診を行うことと，EoE に特徴的な内視鏡所見
に精通するとともに，少しでも疑わしい所見があ
れば積極的に生検を行うことが重要である．
　治療としては PPI の投与が第一選択である．

Figure　3.　PPI 投与後の上部消化管内視鏡検査． Figure　4.　P-CAB 投与後の上部消化管内視鏡検
査．
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PPI に対する反応が不良な症例に対しては，局所
ステロイド療法や原因食物の除去を目的とした食
事療法が考慮される4）．本症例では PPI では改善
しなかった好酸球浸潤が P-CAB にて消失してお
り，示唆に富む症例と考えられた．
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